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らくらく農法・集落点検マニュアル 

整理・分析編 ver.15 

 

 

※なお、整理・分析編では、次のソフトウェアを使用している。 

「エクセル」Microsoft Excel 2010 

「パワーポイント」Microsoft PowerPoint 2010 

「イラストレータ」Adobe Illustorator 

「MANDARA」http://ktgis.net/mandara/mapping/sityoson.html 
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Ⅰ．データの整理編 
 

１．データの確認 

※【準備物チェックシート】のうち、下記がデータあるいは個人情報の書きこまれ

たものである。準備したものをすべて持ち帰っているかどうか、これ以外に個人

情報を書きこんだメモ等がないか確認する。 

□農地マップ（A1）：  枚 

□農地情報シート（A4）：  枚 

□家族シート（A2）：  枚 

□ムラ資源シート（A1）：  枚 

□メモ（A4用紙）：     

□家族番号一覧表（A4両面）：  枚 

 

２．農地番号、個人番号の割り振り 

□農地、個人に、それぞれ農地番号と個人番号を割り振る（他Ｇとの共有のため）。 

□各農地シートの家族番号を確認し、記入されたすべての農地に農地番号を割り

振る。その際、農地番号の桁数はもっとも枚数の多い農家の枚数の桁数に合わ

せる。 

 例）記入された農地がもっとも多い農家（家族番号26）の農地の枚数が18枚で

あった場合、この農家の農地番号は、02601、02602、……、02618となる。後に

行った戸別点検で、この農地が複数の品種を栽培していることが明らかになり、

品種ごとに農地を分割する必要が生じる場合がある。このとき例えば、３品種

を栽培しているならば、この農地を３つに分割し、新たにそれぞれ 02618.1、

02618.2、02618.3という農地番号を割り振る。 

□各家族シートに記入されたすべての個人に個人番号を割り振る。その際、個人

番号の桁数はもっとも人数の多い家族の人数の桁数にする。 

□家族番号一覧表に個人番号と個人名とを追記した「対応表」を作成し、厳重に

保管する。 

 

３．農地情報シートによる農地マップの清書 

 ※詳細は「らくらく農法・農地マップ作成マニュアル」を参照のこと。 

□住宅地図のデータをイラストレータで読み込んでおく。 

□農地点検で「農地シート」上に作成した手書きの「農地マップ」を元に、イラ
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ストレータでペンタブを使って清書版を作成し、「農地マップ」ごとにファイル

に保存する。家族番号・農地番号を明記する。 

□上記の入力したマップをもとに、集落単位で１ファイル（１地図）に合成する。 

□（報告会などで）地元の方や一般の方が端的に情報を読み取れるように、農地

の色分けに加えて、数種類のアイコンを付ける（急傾斜地、樹齢が高い、など）。 

□報告書や論文、学会発表等で使用する場合はデータをデフォルメして使う。 

 

４．「農地情報シート」の入力（図１） 

□行は農地、列は項目とし、農地ごとに、各項目の数値やテキストをエクセルに

入力する。数値は半角で入力する。 

□テキストは必要に応じてコード化して入力してもよい。テキストを入力した後、

新たにコード化することもできる。 

例）作物の品種 

１カキ 

２ウメ 

３コメ 

４その他 

例）農地の家からのアクセス 

１家から近い 

２アクセス良い 

３アクセス悪い 

４家から近い・アクセス良い 

※（「農地情報シート」の項目とエクセルの列との対応がわかるように工夫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 「農地情報シート」データの入力例（架空データ） 



 4

５．家族シートによる家族図の清書（パワーポイント）（図２） 

□サンプルシートを組み込んだパワーポイントのファイルを事務局で用意する。

ファイル名も統一しておく（例：家族図1_01××）。家族番号・個人番号を明記

する。 

□手書きの家族図を元にして、サンプルに従って清書版を作成する。集落で１フ

ァイルとし、１家族を１つのスライドに収める。 

□現地報告会や報告書、論文、学会発表など、対外的に発表する時は架空のモデ

ル（理念型）を作成して使用する。 

 

 

 

 

 

 

６．家族シートおよび家族図の情報のエクセル入力 

□行は個人、列は項目とし、個人ごとに、各項目の数値やテキストをエクセルに

入力する。数値は半角で入力する。 

□テキスト（文字データ）は必要に応じてコード化（数値化）して入力してもよ

い。テキストを入力した後、新たにコード化することもできる。 

 

例）現住地（市区町村単位で入力する場合は総務省「全国地方公共団体コード」

を利用すると便利）http://www.soumu.go.jp/denshijiti/code.html 

図２ 「家族シート」データに基づく「家族図」の例（架空データ） 
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25201滋賀県大津市 

26100京都府京都市 

27100大阪府大阪市 

28100兵庫県神戸市 

29201奈良県奈良市 

29205奈良県橿原市 

例）帰省頻度について（数値で入力する） 

１ 数年に1回程度 

２ 年 1～2回 

３ 年数回（たまに） 

４ 月 1回平均 

５ 月 4回以上 

６ 対象地居住 

７ 未詳 

８ 不明 

※からだ点検や戸別点検のデータと照合できるようにする。 

 

 

 

 

７．データクリーニング 

□重複しているなどの理由で農地や個人を削除する場合には、当該農地または個

人のみを削除し、それ以外の農地番号や個人番号は変更しない。 

図３ 「家族シート」データの入力例（架空データ） 
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Ⅱ．データの分析編 
 

１．人口ピラミッドのつくり方 

人口ピラミッドは、男女別・年齢別の棒グラフである。これによって、高齢者はど

れぐらいの割合なのか、また10年後はどうなるのか、といったムラの様子をわかり

やすく示すことができる（図４、図５）。 

 

 

 

 

 

 

作業の流れ 

１）コマンド［分析ツール：ヒストグラム］を組み込む。 

２）データ：性別と年齢のデータを用いる。 

３）ファイル：「人口ピラミッド作成専用ファイル」を利用する。 

４）データを年齢別に並び替え、男女それぞれに［分析ツール：ヒストグ 

ラム］を用いて、「男女別年齢別人口表」を作成する。 

５）次に、それを「人口ピラミッド作成専用ファイル」にコピーすると、 

「人口ピラミッド」ができる。 

 

 

 

 

 

図４ 男女別年齢別人口 図５ 人口ピラミッド 

年齢 男性 女性 合計

0～9 9 9 18

10～19 12 10 22

20～29 13 14 27

30～39 11 11 22

40～49 10 14 24

50～59 26 23 49

60～69 21 19 40

70～79 16 14 30

80～89 14 18 32

90～ 1 5 6

合計 133 137 270
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（１）コマンド［分析ツール：ヒストグラム］の組み込み 

①以下の作業では、エクセルのコマンド［分析ツール］を使用する。エクセルの初

期状態ではこのコマンド［分析ツール：ヒストグラム］は組み込まれていないの

で次の手順で組み込む必要がある。 

 

②まず、［分析ツール］が組み込まれているかどうかを確認するには、リボンのタブ

[データ]をクリックする。組み込まれている場合には、［データ分析］ボタンが表

示される。 

 

 

 

③分析ツールが組み込まれていない場合は、［ファイル］タブをクリックし、［オプ

ション］をクリックする。ダイアログボックス［Excelのオプション］の左側にあ

る [アドイン] をクリックする。このダイアログ ボックスの［管理］ボックスで

［Excel アドイン] が選択されていることを確認し、その隣の［設定］ボタンを

クリックすると、［アドイン］ダイアログ ボックスが表示される。このダイアロ

グボックスで チェックボックス［分析ツール］をチェックして［ＯＫ］をクリッ

クする。すると、［データ］タブに［データ分析］ボタンが表示される。 

 

図６ ［分析ツール］の組み込み確認 
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図７ ［分析ツール］の組み込み 

図８ ［分析ツール］の組み込み 
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（２）「男女別年齢別人口表」のつくり方 

①あらかじめ、データのうち、「性別」と「年齢」の列を別のワークシートにコピー

する。 

 

 

 

②データを男女別に並び替える。「性別」と「年齢」の列をアクティブにして、［ホ

ーム］タブの［並び替え］ボタンをクリックする。［並び替え］ダイアログボック

スで性別をキーにして並び替える。 

 

 

図９ 「男女別年齢別人口表」の作成 

図１０ 「男女別年齢別人口表」の作成
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③データを移動させて、男女それぞれの年齢データを下のように配列し、ラベル名

をわかりやすいように変更する。また、黄色地のように入力する。 

 

 

 

④［データ］タブの［データ分析］ボタンをクリックする。データ分析のウィンド

ウが開くので、［ヒストグラム］を指定して［ＯＫ］をクリックする。 

 

 

 

 

 

図１２ 「男女別年齢別人口表」の作成

図１１ 「男女別年齢別人口表」の作成
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⑤ヒストグラムのウィンドウが開く。「入力範囲」の空欄をクリックすると、ワーク

シートのセルをドラッグできるようになるので、一番上のタイトル行からデータ

範囲をドラッグする。「データ区間」についても同様にする。また、チェックボタ

ン「ラベル」にチェックする。 

 

 

 

⑥出力される。女性についても同様に行い、整形して、黄色地のような度数分布表

にする。 

 

 図１４ 「男女別年齢別人口表」の作成

図１３ 「男女別年齢別人口表」の作成
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（３）人口ピラミッドのつくり方 

前項で作成した「男女別年齢別人口表」のデータを、エクセルファイル「人口ピ

ラミッド作成用シート」の黄色地の欄に入力するとグラフができる。 

 

 図１５ 「男女別年齢別人口表」の作成
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２．単純集計表（度数分布表）の作成 

※単純集計表（度数分布表）を作成することによって、農地の筆数、面積、作物の

種類、他出者の現住地や帰省頻度を表すことができる。エクセルの［ピボットテ

ーブル］コマンドを利用する。 

（１）タブ［挿入］をクリックし、［ピボットテーブル］ボタンをクリックすると、

ダイアログボックスが開くので、「テーブルまたは範囲を選択」の空欄をクリッ

クし、一番上のタイトル行からデータ範囲をドラッグする。 

 

 

（２）新しいワークシートの左側にピボットテーブル（単純集計表・クロス集計表

を作成する場所）、右側に「フィールドリスト」（変数のリスト）ができている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１６ 単純集計表（度数分布表）の作成 

図１７ 単純集計表（度数分布表）の作成 
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（３）度数分布を表示したいフィールド（変数）を「データ」の位置と、「行」の位

置にドラッグする。 

 

 

 

（４）変数の表示内容が各回答のケース数になっていない場合は、変更するために

変数名をダブルクリックすると、表示内容のリストが出てくるので、各値の度

数を表示させるには「データの個数」もしくは「数値の個数」を選択する。 

 

 

 

 

図１９ 単純集計表（度数分布表）の作成 

図１８ 単純集計表（度数分布表）の作成 
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３．クロス集計表の作成 

クロス集計表を作成することによって、作物別の筆数などのようなデータとデータ

の関係性を示すことができる。単純集計表と同様、エクセルの［ピボットテーブル］

コマンドを利用する。 

（１）クロス集計表を作成したい場合は、単純集計表を作成した上で、フィールド

（変数）を2つ選び、そのうち1つは「データ」の位置と、「行」の位置にドラ

ッグし、もう1つは「列」の位置にドラッグする。 

 

 

図２０ 単純集計表（度数分布表）の作成 

図２１ クロス集計表の作成 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

継続（青）

わからない（オレンジ）

断念（赤）

1.楽

2.やや楽

3.ふつう

4.ややきつい

5.きつい

（２）こうして作成した単純集計表やクロス集計表を利用してグラフを作成するこ

ともできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．他出者の現住地を地図で表現する 

※本項は、「MANDARA」のホームページ「簡単統計地図作成」「市区町村別分布図」 

（http://ktgis.net/mandara/mapping/sityoson.html）の説明に準拠している。 

 ここでは、他出者が現在居住している市町村（現住地）を地図で表現してみよう。 

 

（１）他出者の現住地（市区町村単位）

の単純集計表をエクセルの［ピボット

テーブル］コマンド（前節参照）を利

用して作成し、図のように整形する。

他出者がいなくても表示させたい都道

府県名があれば追加する。このとき、

必ず、市区町村名の前に都道府県名（区

名の場合は市名）を付ける。市区町村

名の代わりに総務省「全国地方公共団

体コード」を利用することもできる。 

http://www.soumu.go.jp/denshijiti/

code.html 

 

 

 

図２２ 「柿畑における農作業のきつさと10年後の見通し」の棒グラフ 

図２３ 他出者の現住地（市区町村単位）の単純集計表 
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（２）MANDARAに読み込むために必要な「MANDARAタグ」を追加する。地図ファイル

として、「日本市町村.mpf」というMANDARA付属の地図ファイルを利用する。この「日

本市町村.mpf」を使用する場合、市区町村の名称や範囲が合併などによって変更さ

れている場合があるため、データの時期（年月日）を指定する必要がある。単位に

ついて、数量ではなく、名義（カテゴリー）を単位とする場合は、UNIT欄に「CAT」

と入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）表の左上から右下までを選択して「コピー」する。 

   

    

図２３ 他出者の現住地（市区町村単位）の単純集計表 

MANDARA タグを追加 
MAP 右側に地図ファイル名 
TIME 右側にデータの年月日 
TITLE 右側にデータ項目のタイトル 
UNIT 右側にデータ項目のタイトル 

使用する地図ファイル

名「日本市町村.mpf」を

指定 

データの年月日「2010
年 10 月 1 日」を指定 

図２４ データのコピー 
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（４）MANDARAを起動し、起動画面で「クリップボードのデータを読み込む」を選択

し、「OK」をクリックする。 

 

 

 

（５）すると設定画面になり、TITLEタグで指定した名称がデータ項目に入っている。

ここで「表示」「階級区分方法」、色などを指定する。「描画開始」をクリックすると、

地図ができる。 

 

 

 図２６ 設定画面 

図２５ MANDARAの起動画面 
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（６）他出者の居住地を「近距離」（対象地域から10km程度）、「中距離」（対象地域

から80km程度）などと分類してみると、より詳細な図を描くことができる。 

 

 

図２７ 「他出者現住地」マップ 

図２８ 距離別他出者現住地表の作成 
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（７）他出者の居住地を他出者数によって色分けした図を作成することもできる。

その際データは数量なので、UNIT欄は適当な単位を記入するかもしくは記入しな

い。 

 

 図３０ 人数別他出者現住地表の作成 

図２９ 「距離別他出者現住地」マップ 
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図３１ 「人数別他出者現住地」マップ 
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